
 

 

令和３年７月２１日 

枚方寝屋川消防組合 

 本消防組合における令和３年上半期（１月から６月まで）の消防統計の速報値

を取りまとめましたので、その概要を公表します。 

１ １１９番通報について（※交野市を含む） 

 枚方寝屋川消防組合・交野市消防指令センター全体の１１９番通報件数は２８，

９１０件で、前年（２８，６１０件）より３００件増加しています。 

２ 火災について 

 火災件数は５９件（枚方市３３件、寝屋川市２６件）で、前年（７１件）より１

２件減少しています。 

 火災による死者は０人で、前年（２人）より２人減少しています。 

 出火原因は、「放火」が最も多く、以下「こんろ」、「たばこ」、「電気」となって

います。 

３ 救急について 

 救急出動件数は１６，９２８件で、前年（１６，５７５件）より３５３件増加、

救急搬送人員は１４，９５７人で、前年（１４，７６４人）より１９３人増加して

います。 

４ 救助について 

 救助事故件数は１２２件で、前年（１２０件）より２件増加、救助人員は３５人

で、前年（６１人）より２６人減少しています。 

 

※ 詳細については別添のとおりです。 

 

【問い合わせ先】 
枚方寝屋川消防組合 
情報指令課  TEL 072−852−9806 
警防課    TEL 072−852−9917 
救急課    TEL 072−852−9918 
総 務 管 理課 （ 広 報 ） TEL 072−852−9903 

広報資料 

安全・安心を守る 

枚方寝屋川消防組合 
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１１９番通報の主な特徴 

 

１ １１９番通報は３００件増加 

 令和３年上半期（１月から６月）の枚方寝屋川消防組合・交野市消防指令センター全体

の１１９番通報件数は２８，９１０件で、前年（２８，６１０件）より３００件（１．０％）

増加しています。 

※平成２７年７月から、枚方寝屋川消防組合と交野市消防本部において消防指令業務の共同運用を行

っています。 

 

 

２ １１９番通報のうち約６割が救急関係 ※交野市を含む 

 １１９番通報のうち、災害事案に関する通報は１９，０３５件で、前年（１８，５８１

件）より４５４件（２．４％）増加しています。 

 １１９番通報のうち、「救急関係」の通報が最も多く、１８，３６５件で通報全体の約

６割を占めています。 

 また、「各種問い合わせ」、「悪戯」、「間違い」などの緊急性のない通報が９，５７６件、

他市の通報を転送したものが２９９件となっています。 

 

３ 出動指令を出した事案は全体の約６割 ※交野市を含む 

 １１９番通報に対して実際に出動指令を出した事案は１８，７０８件で、通報件数に対

する割合は約６割となっており、前年（１８，１９７件）より５１１件（２．８％）増加

しています。 
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火災の主な特徴 

 

１ 火災件数は５９件で前年より１２件減少 

 令和３年上半期（１月から６月）の火災件数は５９件（枚方市３３件、寝屋川市２６件）

で、前年（７１件）より１２件（１６．９％）減少しています。 

 

 

 火災種別では、「建物火災」が４０件（６７．８％）、「車両火災」が６件（１０．２％）、

「その他火災」が１３件（２２．０％）となっています。 
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２ 火災による死者は０人、負傷者は１７人 

 火災による死者は０人で、前年（２人）より２人減少しています。 

 負傷者は１７人（枚方市８人、寝屋川市９人）で、前年（１２人）より５人増加してい

ます。 

 

３ 出火原因 １位「放火」、２位「こんろ」、３位「たばこ」 

 出火原因別に見ると、１位が「放火（疑い含む）」１６件（２７．１％）、２位が「こん

ろ」１０件（１６．９％）、３位が「たばこ」７件（１１．９％）、４位が「電気」５件（８．

５％）の順となっています。 
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救急の主な特徴 

 

１ 救急出動件数、搬送人員は前年より増加 

 令和３年上半期（１月から６月）の救急出動件数は１６，９２８件（枚方市１０，０９

１件、寝屋川市６，７７６件、その他６１件）で、前年（１６，５７５件）より３５３件

（２．１％）増加しています。 

 また、救急搬送人員は１４，９５７人（枚方市８，９００人、寝屋川市６，０３７人、

その他２０人）で、前年（１４，７６４人）より１９３人（１．３％）増加しています。

※その他とは、第二京阪道路、交野市等へ出動した件数です。 

 

２ 事故種別救急搬送 １位「急病」、２位「一般負傷」、３位「交通事故」 

 事故種別ごとの救急搬送人員は、１位が「急病」１０，２６３件（６８．６％）、２位

が「一般負傷」２，３４３件（１５．７％）、３位が「交通事故」１，１１５件（７．５％）

の順となっています。 
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３ 救急搬送人員の約６割が６５歳以上の高齢者 

 年齢区分別による搬送人員は、６５歳以上の高齢者が９，４４８人で、全体の約６割を

占めています。 

 

４ 救急搬送人員の約６割が軽症者 

 症度別による搬送人員は、軽症者が９，０１１人で、全体の約６割を占めています。 
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救助の主な特徴 

 

１ 救助出動件数は２件増加 

 令和３年上半期（１月から６月）の救助出動件数は１２２件で、前年（１２０件）より

２件増加しています。 

 

２ 救助人員は前年と比較して２６人の減少 

 令和３年上半期（１月から６月）の救助人員は３５人で、前年（６１人）より２６人減

少しています。 

 

３ 事故種別救助事故件数 １位「建物等の事故」と「火災」、３位「交通事故」 

 事故種別ごとの件数は、１位が「火災」と「建物等の事故」が同数で２４件（１９．７％）、

次いで「交通事故」１４件（１１．５％）の順となっています。 
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